
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

                    
 
 
 
 
 
 
 
 

                                  
 

 

 

                            
 
 
 
 
         
 
 

                                 
 

 

 

                    
 
  
 
 
 
 
 

                

男女共同参画センターえーる らいぶらりーにゅーす NO.3 令和 6 年（2024 年）8 月 

 

＋ 
ぷらす 

 
だがし屋のおっちゃんは おばちゃんなのか？ 

多屋光孫著 汐文社 2022 
 

 

 

ふたりママの家で 

パトリシア・ポラッコ著 サウザンブックス社 2018 
 

 

 

～子どもが生きやすい未来へ～ 

子どもをとりまく様々な問題について、絵本で読んでみませんか。 

ブラディとトマ 

シャルロット・ベリエール  文    フィリップ・ド・ケメテール  絵 

ＢＬ出版 2022 
 

 

 

共生  
みんなたいせつ 

東菜奈、渋谷敦志著  
岩崎書店 2018 
 

人権 

トマの家にブラディの家族が

やってきた。お互い見知らぬ同

士だけど、訳あって一緒に住み

始めることに。言葉、服装、生活

習慣、いろんなことが違うふた

り。ブラディは、今まで、どんな

生活をして生きてきたの？ 

この本は、昭和 23 年 12

月、第二次世界大戦の反省か

ら国連で採択された｢世界人

権宣言｣を紹介している絵

本。自分たちにどんな権利が

あるのか知ることができる。

｢自分も大切、みんなも大切｣。 

 

多様性 

ぼくが通うだがし屋のお

っちゃんの名前は「はるお」。

しかし、おっちゃんが「はる

こ」と呼ばれているところを

目撃してしまった。おっちゃ

んはおばちゃんなのか？ 

 

いろいろな家族 
 
女の子のからだえほん/男の子のからだえほん 

マティルド・ボディ著 パイインターナショナル 2022 

性教育 

ユネスコ認定。国際標

準の性教育絵本。自分

やほかの人も守るため

に大切なことは？ 

 私と弟、妹は違う所からやって

きてママが二人いる家族。私達は

みんなで食事をつくって食べて、

笑って過ごす。特に何もない日常

だけれど、愛情に満ちあふれた

「ふたりママの家」の物語。 

せかいでさいしょに 

ズボンをはいた女の子 

キース・ネグレー著 光村教育図書 2020 

 

 

 

 

ジェンダー平等 

今から約 160 年前、女性が

ズボンをはいていることで逮

捕されてしまう時代、本当にい

た女の子の話。 

 
ほかにもジェンダーの本があります。 
｢４羽のめんどりと１羽のおんどり」 
｢おんぶはこりごり」等々 



                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

新着図書紹介 

～ 

津田梅子 

髙橋裕子著 
岩波書店 2022 

 
令和 6 年からお札の顔として 

注目される津田梅子。いち早く 

シスターフッドの重要性に気づき、ジェンダ

ー平等を実現するため、女子教育のために尽

力した梅子について豊富な資料をもとに、解

説。著者は在学時から梅子を研究した卒業生

であり、現在津田塾大学の学長。 

 

ジェーンの物語 

ローラ・カプラン著 
書肆侃々房 2024 

 
〈ジェーン〉が活動をはじめ 

たのは、1969 年。1973 年に、連邦裁判所が米

国国内での中絶を合法化するまでの 4 年間に、1

万人の女性たちがジェーンに電話をかけてきたと

いう。〈ジェーン〉は、｢女性解放の中絶カウンセリ

ング・サービス｣として知られるシカゴのグループ

が、連絡用に使ったコードネーム。当初は中絶施術

者の紹介等だったが、後に自分たちで技術を学び

安全な施術を施した。女性の性に関する権利につ

いて社会的な議論を巻き起こした歴史をたどる。 

再生 

山口由美子著 
岩波書店 2024 

 
平成 12 年 5 月、著者は恩師と一 

緒に佐賀駅から西鉄バスに乗り込む。そのバスは、

17 歳の少年に乗っ取られた。恩師は切りつけられ

て死亡、自分も重傷を負う。少年はいじめにあい不

登校だったという。自分の娘も不登校だった著者

は、子どもたちの居場所づくりの活動をしながら、

少年に面会に行く。人生の「寄せては返す波と共に

＂居る＂」ということが大事という著者。どこまで

も静かな筆致に深い感動を覚える。 

 

流れと対応がチャートでわかる！ 

子どもと大人の福祉制度の歩き方 

浜内彩乃著 
ソシム社 2024 

 
社会福祉制度というのは、生活するうえでとて

も重要である割に、使える具体的な制度を私たち

は把握しきれていない。そんな現状を打破するた

め、臨床心理士の著者が自ら作ったこの本は、子

どもと大人に分けてチャートで理解できる作り

となっている。いざというときに役立つ 1 冊。 

 

 

説教したがる男たち 

レベッカ・ソルニット著 
左右社 2018 

 
パーティで出会った男性が｢僕はい

い本を知っている」といって自慢げに 

話題にした本は自分が書いた本。男性に言おうとし

ても聞く耳を持たず、自分も言えなかったという経

験を持つ著者。「説教したがる男性たち」の前には沈

黙を強いられる女性たちがいる。男性は、女性より

も知識が豊富で優れているという思いこみは、意外

に根強く、社会の構造が生み出しているという。｢マ

ンスプレイニング｣という言葉を広めたきっかけと

なった本。 



 
新着図書一覧 

書 名 著者名 発 行 

なぜ働いていると本が読めなくなるのか 三宅香帆 集英社 

「ずるい攻撃」をする人たち 大鶴和江 青春出版社 

「むなしさ」の味わい方 きたやまおさむ 岩波書店 

じょっぱりの人 森まゆみ 婦人之友社 

Ｚ世代化する社会 舟津昌平 東洋経済新報社 

無意識のバイアスを克服する ジェシカ・ノーデル 河出書房新社 

承認をひらく 暉峻淑子 岩波書店 

東京・練馬発「対話的研究会」の試み 暉峻淑子 日本評論社 

〈共働き・共育て〉世代の本音 本道敦子 光文社 

知識ゼロからはじめる「女性ひとり起業」BOOK 小谷晴美 電波社 

エッセンシャル・ワーカー 田中洋子 旬報社 

エトセトラ VOL.11 小川たまか エトセトラブックス 

災害と性暴力 小川たまか 日本看護協会出版会 

季刊セクシュアリティ（Ｎｏ．１１７） 
 

エイデル研究所 

「ふつう」に心がざわつく子どもたち 林真未 明治図書出版 

差別のない社会をつくるインクルーシブ教育 野口晃菜 学事出版 

知識ゼロからの有機・無農薬の家庭菜園 本多勝治 家の光協会 

わたしたち、体育会系ＬＧＢＴＱです 田澤健一郎 集英社インターナショナル 

白い拷問 ナルゲス・モハンマディ 講談社 

女の子たち風船爆弾をつくる 小林エリカ 文藝春秋 

山の上の家事学校 近藤史恵 中央公論新社 

女の国会 新川帆立 幻冬舎 

きみのお金は誰のため 田内学 東洋経済新報社 

こまどりたちが歌うなら 寺地はるな 集英社 

この世でいちばんすばらしい馬 チェン・ジャンホン 徳間書店 

ねえ、おぼえてる？ シドニー・スミス 偕成社 

ぼくのママはうんてんし おおともやすお 福音館書店 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こちらから、蔵書目録や 

新着図書一覧がご覧いただ

けます。 

どうぞご利用ください。 

図書室からのお願い 
 

本の返却期限をお守りください。 

また、汚損された本が多くなってきました。 

本を大切に扱ってくださいますようお願いいた

します。 

 

泣いています！ 



 
 
 
 
 

関連図書 

｢世界中の子どもの権利をまもる 30 の方法｣ 国際子ども権利センター＋甲斐田万智子編 合同出版 

｢もう、死なせない！子どもの生きる権利｣ 桃井和馬著 フレーベル館 

｢わたしは女の子だから 世界を変える夢をあきらめない子どもたち｣ ローズマリー・マカーニー〔ほか〕 西村書店 

｢子どもによる子どものための『子どもの権利条約』｣ 小口尚子、福岡鮎美／文 小学館 

 

練馬区立男女共同参画センターえーる 図書・資料室 

〒177-0041 練馬区石神井町 8-1-10    

☎ 03 (3996) 9099 （直通） 

https://www.city.nerima.tokyo.jp/kusei/keihatsu/ 

jinkendanjo/sankakucenter/index.htmｌ 

 

 

図書室利用案内 

はじめて本を借りる方は、名前や住所を確認できるもの(保険証等)をお持ちの上、利用登録のお手続

きをお願いいたします。 

貸出冊数  6 冊  

貸出期間  4 週間 

利用時間  午前 9 時～午後 9 時 30 分まで 

      年末年始(12 月 29 日～1 月 3 日)、施設メンテナンスの日 

 

休 館 日 

｢子どもの権利条約」は、世界中すべての子どもたちが持つ人権(権利)を定めた条約です。子ども時代を自

分らしく健康的に安心して豊かに過ごせるために必要な権利をまとめています。平成元年に国連で採択され

ました。日本は平成 6 年(1994 年)に条約を批准し、今年で 30 年になります。条約を批准した国は、定期

的にその取り組みについて国連に報告します。 

あらゆる人に、生まれたときから｢人権｣があります。人権は誰にも無条件にあるもので、人権を奪い取る

ことは誰にもできません。 

◇こどもの人権 110 番  
 0120-007-110 
 
◇24 時間子供 SOS ダイヤル 

0120-0-78310 
 
◇こどもの人権 SOS－ｅメール 

子どもの権利条約(抜粋） 

  ★差別の禁止／差別のないこと  
★子どもの最善の利益／子どもにとって最もよ

いことを第一に 
★生命、生存及び発達に対する権利／命を守ら

れ成長できること 
★子どもの意見の尊重   
★暴力から守られる権利／親からの暴力やひど

い扱いから守られる権利 
★教育を受ける権利 
★休み、遊ぶ権利 
★性的搾取から守られる権利 等々 全 40 条 

 
参考資料：日本ユニセフ協会 HP、法務省 HP、 

 「子どもの権利」って

何ですか？ 

大人も子どもも知っておこう！ 

https://www.city.nerima.tokyo.jp/kusei/keihatsu/

